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1 桐谷圭治（2012）日本産昆虫、ダニの発育零点と有効積算

温度定数：第2版. 農業環境技術研究所報告 31, 1-74

日本産昆虫・ダニ505種の発育零点と有効積算温度定数の値を取りまとめた論文 http://www.naro.affrc.go.jp/archive/niaes/

sinfo/publish/bulletin/niaes31-1.pdf

2 津田良夫ら（2008)都市環境におけるアカイエカの飛翔距離,

第60回日本衛生動物学会大会

都市化された環境でアカイエカ成虫がどの程度の範囲を飛翔するかを調べた。得られた回帰直線の傾きと切片の値から最大飛翔距離

を推定したところ1,217ｍであった。

https://doi.org/10.11536/jsmez.60.0.58.0

3 国立感染症研究所、わが国のデング熱媒介蚊であるヒトス

ジシマカの分布域拡大について

ヒトスジシマカは東南アジアを起源とするヤブカである。亜熱帯地域から温帯地域に徐々に分布域を広げるために、温帯地域で冬越す

る術を身につける必要がある。沖縄以南のヒトスジシマカは冬でも発育を停止することなく、１年中卵から成虫への生活環が回っている。

一方、厳寒期(１～２月)の月平均気温が10℃以下になる九州以北の地域では、幼虫や成虫で越冬することが不可能で、卵のステージ

で10月～４月まで越冬する。ヒトスジシマカがいつの時代にわが国に移入されて来たのか明らかでないが、1910年に福岡で、また、

1917年に東京での分布記録がある。その後、全国的な調査としては、1945～1950年にわたって、進駐軍がわが国の蚊の調査を詳細に

行っている。その報告におけるヒトスジシマカの分布北限は栃木県で、当時、東北地方にヒトスジシマカは分布していなかった。その後、

東北地方に分布する蚊の調査は数人の研究者によって行われており、上村(1968)は仙台で初めてヒトスジシマカを確認し1)、その後

徐々に分布域の拡大が認められている。

http://idsc.nih.go.jp/iasr/25/288/dj2888.h

tml

4 駒形修（2017）気温上昇がヒトスジシマカの分布に与える影

響. 獣医畜産新報 70(6),413-417

ヒトスジシマカは年平均気温11℃以上の場所に分布しているが、北限の北上は気温上昇による分布域の拡大予測と良く合っていたこと

から、気温の上昇が主因であることが推察された。ネッタイシマカは当期の気温が10℃以下になると越冬できなくなるが、仮に3℃の気

温上昇があったとしても、冬季の気温が10℃を超える地域はほとんどないことから、定着の可能性は低いことが推察された。

https://ci.nii.ac.jp/naid/40021233240/

5 小林睦夫（2004）気候変化がウイルス媒介蚊の分布、生

理、生態に与える影響.平成15年度環境省ヒートアイランド

現象による環境影響に関する調査検討業務

年平均気温11℃以上を示すメッシュ気候図とヒトスジシマカの分布を重ねてみると、非常によく一致していたことが分かる。（ヒトスジシマ

カの発育ゼロ点が11℃である。）さらに、2℃以上気温が上昇すると東北地方の平野部全てで分布が可能になる。また、人口密度1000

人/km2 以上になるとより定着しやすいとも言える。各都市の11℃以上の日平均気温の日数と、積算温日数（ヒトスジシマカが一世代に

必要な積算温日数は350）から推定世代数を算定すると、山形市や秋田市では4～5 世代となる。

https://www.env.go.jp/air/report/h16-

04/index.html

6 E B Vinogradova（2000）Culex Pipiens Pipiens mosquitoes:

taxonomy, distribution, ecology, physiology, genetics, applied 

importance and control, Russian Academy of Science

チカイエカ（アカイエカに近似した蚊）の発育零点、有効積算温度定数を分析した文献 https://www.nhbs.com/culex-pipiens-

pipiens-mosquitoes-taxonomy-

distribution-ecology-physiology-genetics-

applied-importance-and-control-book

7 E Little et al （ 2017 ） Local environmental and

meteorological conditions influencing the invasive

mosquito Ae. albopictus and arbovirus transmission risk in

New York City. Pros Neglected Tropical Disease 11(8)

ヒトスジシマカは米国北東部に分布する蚊の一種であり、咬傷やチクングニア熱の媒介等、公衆衛生上の重大な脅威となっている。本

研究では、地域環境と気象条件がニューヨーク市におけるヒトスジシマカの繁殖に与える影響の定量化を試みた。統計モデルを利用し、

高解像度のヒトスジシマカ繁殖危険度マップを作成し、2016年からの観測データに基づく時空間モデル予測の精度を確認した。その結

果、ヒトスジシマカ個体数の経年変化としては分布域の変動が季節間変動より大きく、地域環境と気象条件が個体数に関連していること

が確認された。

https://doi.org/10.1371/journal.pntd.0005

828

8 M Kobayashi et al（2002）Analysis of Northern Distribution

of Aedes albopictus (Diptera: Culicidae) in Japan by

Geographical Information System, Entomological Society of

America

ヒトスジシマカはデング熱を媒介する蚊で広く日本に分布し、本州北緯38～40度を北限とする。本研究では、北日本における本種の分

布に影響を与える要因を、地理情報システム（GIS）を使って調査した。1998-2000年の間、東北地方の都市部・郊外26地点において、

人工繁殖及び自然採取された本種の幼虫の調査が行われた。GISを使った気象学的分析により、ヒトスジシマカの現在の分布における

以下の要因が特定された。 (1)年間平均気温が11℃以上、年間最低気温（1月）が－2℃以上であること (2)11℃以上の気温が186日

間以上継続すること (3) 気温11℃（ヒトスジシマカの発育零点に近似すると推定される）の観測初日から起算した積算気温が1350℃以

上となること　等である。

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/119

31270

9 N Nihei et al（2014）Geospatial analysis of invasion of the

Asian tiger mosquito Aedes albopictus: competition with

Aedes japonicus japonicas in its northern limit area in

Japan. Geospatial Health 8（2）, 417-427

ヒトスジシマカは東南アジアを起源とし、近年において世界的に分布を拡大している蚊である。日本においては2000年に山形市において

初めて確認された。それ以前はヤマトヤブカのみが同市で採集されていたが、2年後にはヒトスジシマカの個体数が増加し、幼虫の80%

以上が同種のものであったとみられる。山形市の新興住宅地で繁殖しているヒトスジシマカと比較すると、原生のヤマトヤブカの分布は

市街地に留まっているが、生息域は植性指数の高い周辺山岳地帯に近い場所にある。本研究では、山形市における両種の分布に影響

する要因を、現地調査、空撮写真、衛星写真、デジタルマップに基づく地理情報システム（GIS）を用いて調べた。

https://doi.org/10.4081/gh.2014.30



10 O Komagata et al （ 2017 ） Predicting the start of Aedes

albopictus (Diptera: Culicidae) female adult biting season

using the spring temperature in Japan, Journal of Medical

Ecology 7;54(6):1519-1524

ヒトスジシマカ（一筋縞蚊）（双翅目：糸角亜目カ科）は日本に広範に分布する蚊である。四月から六月にかけて雌の成体による咬傷が

活発化するが、南方亜熱帯では通年活動している。ヒトスジシマカによる咬傷が発生する日は地域・年ごとに多様であり、推定は困難で

ある。本研究では、数年間にわたり国内の温暖・寒冷地域を含む複数の地点で本種の調査を行った。その結果、春季気温とヒトスジシ

マカの咬傷発生初日の関連性が確認された。四月の気温、続いて三月の気温が春季における最も強い関連性を示した。これらのデー

タに基づいた簡易式により、国内の様々な地域における咬傷発生初日を推定することが可能になり、予報マップを作成した。その結果、

ヒトスジシマカによる咬傷発生初日は早春の気温により変動することが確認され、年ごとに約20日の違いがあることがわかった。

doi: 10.1093/jme/tjx159

11 石畒史ら（2012）福井県奥越地区におけるマダニ分布調査

―1991年と2011年の比較 .福井県衛生環境研究センター

年報(11)

福井県内のマダニ類の分布状況については、1991年に14地点において調査を実施し、北方系と南方系のマダニ類が交錯して生息して

いることが確認された。そこで、初回の調査から20年後にあたる2011年に、取立山および法恩寺山で以下の�種類のマダニ種に注目し

て調査を実施し、20年間のマダニ分布相の変動を調べた。

http://www.erc.pref.fukui.jp/center/publish

/report/2012/4-2.pdf

12 国立感染症研究所（2015）感染症を媒介する節足動物の分

布・生息域の変化,感染リスクの把握に関する研究平成24‐

26年度.厚生労働科学研究費補助金 （新型インフルエンザ

等新興・再興感染症研究事業）

マダニ類は主として山林に生息する感染症媒介動物である。一方で、市街地でのマダニ人体刺症も少なからず報告されているため、マ

ダニ水は市街地にも生息すると考えられる。しかし、我が国の市街地におけるマダニ類の調査はほとんど行われた例がなく不明な点が

多い。そこで、富山県の市街地においてマダニ類の調査を実施した。本調査結果から、市街地の公園と河川敷もマダニ類は広く分布す

ると推測された。

https://mhlw-

grants.niph.go.jp/niph/search/NIDD00.do?r

esrchNum=201318029A

13 小林睦生（2013）マダニ媒介性感染症の新顔「重症熱性血

小板減少症候群SFTS」とは－なぜこのような感染症が出現

してきたのか？－ Pest Control Tokyo(65) 31-36

2009年に中国で初めて流行が確認された重症熱性血小板減少症候群（SFTS）は、米国でも同様のウイルスによる症例が報告され、日

本では2012年に、原因不明の疾患で亡くなった患者の血清からウイルスが検出された。我が国の患者総数は2013年6月上旬で24名に

達し、2005年からの累積で10名が死亡している。ウイルスはタカサゴキララマダニともう１種のチマダニから検出されているが、今後の

詳細な調査でよりその他のマダニからもウイルスが検出される可能性がある。患者の居住地周辺の環境に関する情報は、一切公表さ

れていないが、住宅が密集した都市部ではなく、山間部が隣接している地方都市での患者発生が強くうたがわれる。根拠は、SFTSの自

然宿主がシカ、イノシシなどの大動物の可能性があるからである。近年、全国的にシカの生息密度が異常に高まっており、これらの自然

環境とマダニとの関係が新たなウイルス感染症の流行に関係している可能性が示唆されている。

http://www.pestcontrol-

tokyo.jp/img/pub/065r/065-7.pdf

14 山内健生（2011）マダニ類の調査法とその実践例. ペストロ

ジー26

蚊類やゴキブリ類などの衛生昆虫と異なり，マダニ類の調査や同定の方法に関する情報は少なく，具体的な方法はあまり知られていな

い．そこで，著者の経験を踏まえてマダニ類の調査・採集方法と同定方法にっいて解説する。

https://jglobal.jst.go.jp/detail?JGLOBAL_ID

=201102253732465303&rel=0

15 山内健生ら（2010）タカサゴキララマダニによる人体刺症の

5 例. 日本ダニ学会誌19（1）,15-21

タカサゴキララマダニ人体刺症の5例を記録した．感染地域は，兵庫県，岡山県，山口県，福岡県，および宮崎県であった．本報告で，タ

カサゴキララマダニ人体刺症が岡山県で初めて記録された．マダニが保有する可能性がある病原体についてDNA検索を行なったが，ボ

レリア，エーリキア，アナプラズマ，リケッチアのすべてが検出限界以下であった．

https://doi.org/10.2300/acari.19.15

16 山内健生、高田歩（2015）日本本土に産するマダニ科普通

種の成虫の図説.ホシザキグリーン財団研究報告18, 287-

305

本図説では，日本本土において，フランネル法あるいは中・大型哺乳類の体表の調査により採集されやすいと考えられる１８種の成虫に

ついて，絵合わせによる同定ができるよう，実物写真と種の識別点を示した．

https://www.niid.go.jp/niid/images/ent/PD

F/2015yamauchi_ticks.pdf

17 山内健生、中谷友美（2016）富山県における2010年以降の

マダニ人体刺症10例、特にタカサゴキララマダニ症例に注

目して. 衛生動物67(4),239-242

2010～2015年に富山県で経験したマダニ人体刺症10例を報告した．それらの内訳は，ヒトツトゲマダニ3例，タカサゴキララマダニ2例，

およびキチマダニ，ヤマトチマダニ，フタトゲチマダニ，ヤマトマダニ，シュルツェマダニがそれぞれ1例ずつであった．これらのうち，ヤマト

チマダニによる1 例は，北海道で刺咬されたものと推定された．今回2例を報告したタカサゴキララマダニによる人体刺症は，富山県では

1976年に1例が確認されて以来の症例である．富山県では，近年のイノシシの定着にともなって，イノシシと関係の深いタカサゴキララ

マダニによる人体刺症が発生していると考えられる．

https://doi.org/10.7601/mez.67.239

18 D Vlasta（2008）Tick-borne encephalitis virus expansion to 

higher altitudes correlated with climate warming. 298(1),

68-72

クルコノシェ山脈の1961-2005年間の気象データによると、年間平均気温は1.3-1.4℃と顕著な上昇が見られ、五月から八月の間では

2-3.5℃上昇している。平均温度勾配を0.6℃/100mとすると、2℃の変化は300-350mの標高差に相当し、3.5℃の変化は550-600mの

標高差に相当するため、20年前にクルコノシェ山脈で確認されたイヌダニの分布域の環境条件と適合する。

https://doi.org/10.1016/j.ijmm.2008.02.00

5



19 Elisabet et al （ 2000 ） Impact of Climatic Change on the

Northern Latitude Limit and Population Density of the

Disease-Transmitting European Tick Ixodes ricinus.

Environmental Health Perspectives 108(2), 119-123

本研究では、1980年代初頭から1990年代中旬のスウェーデンにおける気候変動と、病害虫イヌダニの分布北限の拡大及び個体数密

度の増加の関連性について調査した。1980年代初頭から1990年代中旬にかけて、中部・北部スウェーデンにおけるイヌダニの成長可

能な最低気温の閾値を上回る年間日数と、イヌダニ個体数密度には関連性が認められた。1990年代は1980年代より全ての調査地点

において冬季の温暖化が認められた。調査の結果、イヌダニの分布北限の拡大は冬季の最低気温が－12℃を下回る日数の減少と関

連していることがわかった。高緯度帯では冬季の低温がイヌダニ分布に明確な影響を与えていた。南寄りの調査地点では、冬季の温暖

化（最低気温－7℃以下の日数の減少）と春季・秋期の拡大（最低気温5～8℃以上の日数の増加）がイヌダニ個体数密度の増加に関

連していた。

doi: 10.1289/ehp.00108119

20 J Matema et al（ 2005） Altitudinal distribution limit of the

tick Ixodes ricinus shifted considerably towards higher

altitudes in central Europe: results of three years

monitoring in the Krkonose Mts. (Czech Republic). Central

Europe Journal of Public Health 13(1)

本研究はイヌダニのクルコノシェ山脈（チェコ共和国）における垂直分布の現状を調べ、分布変動の可能性を検討する。 https://pdfs.semanticscholar.org/6efc/9c

4c8712be04bf79d0a524dc0ec87a76cde2.

pdf

21 N Yamaguchi et al （1971 ）Tick of Japan, Korea, and the

Ryukyu Island. Brigham Young University Science Bulletin,

Biological Series, 15(1)

日本国内、韓国に生息するマダニの種類について調査・分析をした文献 https://scholarsarchive.byu.edu/cgi/viewc

ontent.cgi?article=1066&context=byuscib

22 WHO （ 2006 ） Lyme borreliosis in Europe: influences of

climate and climate change, epidemiology, ecology and

adaptation measures

ストックホルム大学とWHOは共同で、欧州委員会の出資による事業（EVK2-2000-00070）の中で、欧州の気候変動がライム病に与え

る影響・適応についての調査を行った。1980年代から病原菌を媒介するダニの個体数密度は増加し、高緯度帯および高山帯の分布は

拡大している。将来的な欧州の気候変動によりライム病の高緯度帯および高山帯における拡大は容易になり、発症の増加が予測され

る。一方で、高温と乾燥が進む地域では、ライム病は消滅すると予測される。

http://www.euro.who.int/__data/assets/pdf

_file/0006/96819/E89522.pdf

23 Z Petr and B Cestmir （ 2004） A tick-borne encephalitis

ceiling in Central Europe has moved upwards during the last 

30 years: Possible impact of global warming?. International

Journal of Medical Microbiology Supplements 293(37), 48-

54

1970年以降のチェコ共和国におけるダニ媒介性脳炎（TBE）の地域・季節間の発生パターンを分析し、温暖化による影響を調査した。地

理情報システムを使い、8700件を超える発症地点をマップ上に特定し、デジタル標高モデルを用いて症例の垂直分布推定を行った。各

年の分布域の限界（発症地点の標高の最大値もしくは標高上位5-10件の平均値）を帰無仮説により検証し、関連する要因（経年TBE発

症件数、年平均気温、齧歯類およびノロジカ個体数密度）との相関性を分析した。

https://doi.org/10.1016/S1433-

1128(04)80008-1

24 今井長兵衛, 2004,ウエストナイルウイルスの日本への侵入

可能性と対策, 生活衛生 48(6) 341-352

ウエストナイルウイルスの日本への侵入の可能性、想定される侵入経路と侵入防止策、不幸にして侵入した場合の日本産野鳥の増幅

幅としての重要性、想定される主要媒介蚊の形態や生態、蚊に刺されないための工夫、家庭や事業所での媒介蚊対策、公共的な蚊発

生源に対する地域での取り組みなどを紹介した。

https://www.jstage.jst.go.jp/article/seikats

ueisei/48/6/48_6_341/_pdf
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